
特別寄稿

園児とともにすすめた

* サケを育てる

* サケをさばく

* サケをいただく

* サケを放流する

足立区立元宿こども園

までの活動記録
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足立区立元宿こども爾

サケを育てる

1鵞 月 懸轟 (月 )NPO法 人のらえもんの古高先生

よリサケゆ受精卵をいただきました。

水槽の中に入れ、黒レゝ紙で周 りを覆い、小窓‡こ Fな ‡こ

がいるのかのぞいてみてね」 と員占っておくと次々と子

どもたちが現いていま した。

4, 5歳子 どもたち|ま 自分母経験から水槽 |こ入って

しヽるものがイクラだとしヽ うこと:こ気が付きま したが、

「なんでイクラが入ってる命 ?:」 と、とても不思艤

そ う‡こしてしヽました。

毎 漂
:覗

いてしヽるうち‡こ卵劣中が変化 してい

は事‡こち気が付きました。「卵の真ん中に黒

しヽも侍があ碁」「轟みたりヽだよ」自分の思しヽ

を言葉‡こして表現 してしゝました。

12燿 菫轟爾!こ夢浮から孵化 した幼魚を見

た子 どもたちまま「先生大変だ。イクラ母卵が

シテス‡こなっちゃった」と
-1斃

てて知 らせ |こ 来

てくれま した。i鏡かをこ赤い夢評の シを抱えたサ

ケ翁裁魚まま、お麿で売ってし`るシテスのよう

でした。

轟議母子どもたち|ま、水槽をこ入ってしヽる生き物が何持蠣撻わ帰ゝらず、ずつと考えてし`まし

た。どぅしても無りたし塩 持ち峰、み、轟議児の輝量 :こ行き図鍵を鋳りて爾べ昏こと‡こしま

した。国鑢をめくってしヽくとホ機の中を通あった要1諄 と夢蓼翁うなうなすた幼量を見う‡す「あった

よ」とみんななこ無らせ、纂二爾合の先生まこも教えたいので澱鍵を貸してままししゝと第一爾舎

の儀育者をこ額んでいました。意饉鶴者と甕mを第二爾舎‡こ持って∫霧り難育者‡こ夫諄ら證てしヽ

ましたメ、銀育者 |こ 「これまま何としヽう名前なのサ」と爾滑嗜しほと「爾し`てくる勢恵れた :」

と'難ではなしヽ≒オチt轟 けました。

また、動量メ詠鮮ず襲たわ鬱て辞悪ので、みが彗ようと鷺槽を等くことがありました。

す昏と轟畿鍛子どもたち帰毯「びっくりしちやか力ゝ毎諄かな卜ヽ方がいいよ」と優しく畿|え 感

資もありました。

少しず号卵織う』誕 きヽくな攀泳ぎ始絣ると、しヽただしヽた「サケの育て方曇|‡こ書いてみ滲

たょ勢:こェサをみ:ず碁これこしました。選量が鰐か―らず入れすぎてしまつこと急ありまし

たパ、少し弓奪入れて食べ終かったれまた少し入れ碁こともでき卜よ令‡こなっていまれた。
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サケなさぼく

くださり、子 どもたちまま魚を持たせてもらしヽ大きさや菫 さを感 じた り、表面を角量れた りす

る体験ができま した。

始めは、角菫ることをためもっていた子 ども

ら、他の子 どちが難る様子を見て手を伸‡ゴす

姿も見 なれま した。「重い」
‐「冷たしヽ」「ヌル

ヌルする」など感 じたことを言葉‡こしてしヽま

した。

議理‡こ!ま、血や内艤が轟た りすること浄ゝら

5歳児だをす澤参力霧することをこな りました。

ウロ菫を包丁でひき、量をされし` |こ してから

i葬度鑢 らせてもらうな「プルツルをこなつた」

などΦ惑1想が開かれま した。
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5歳児の子どもたちままt今年度カマキジを飼うためをこチョナチヨでノドッタを推まえ、生

き物が生きるため‡こまま、他吟生き物を食べることがあることや、買野菜を育て意分達で食

べる経験をしたことを通して、生きるために向や魚、野菜を食べて自分の体が成長 してしヽ

くことにも気が付きました。

自分たちが育てているサケも、こども園母給食で提供され食べることで由分たちが生き

てぃる事にも気が付いて:ま しいと担任!ま考え、料理長をされてし`る保護者母方‡こお願いし

てサタをさぱいていただく計画をたてました。

当日,ま、 3、 4、 計i畿の子 どなたちが、

古高先生‡こ「サケの一生」の経芝居を読ん

でいただきました。その中で、サケのお父

さんとお母 さんは、産夢F後死んで しま うなす

れ ど幼魚を育てるためのプランク トンを育

てる栄養‡こなるとしヽ う深い言露を1轍 きま した。

議 しい議で したが、子 どもたち意ま真貪電|こ

聞き入ってしヽま した

料理長の保護者命方は、 恐参鑢‡まど命大

きさのサケ (信州サーモン)を :持つてきて

ェテキ内院がきおい‡こ外れて
‐
いく様子守

農蝙一つ一つを丁寧 :こ説現してくださ壕穣

子を子 どもたち:|ま食し`入るよう‡こ見ていま

した。また、警毅だつたも 碗 持ち鮮轟い」

と言をヽそ うな状況でしたが、巧みな包下 さ

ぱき‡通譲一人鎌がることもなく近書つて見

入っていました。



轟技をこおらした後、半身をお藩導象をこ、理

シ半身を切 り身まこしてし′ヽただきました。

大きなお皿‡こみるみるうち‡こきわしヽ‡こ盛

り付 iナ られていくプロの技を見て、保育者

から母歓声が大きかったことは言 つまでも

ありませんで した。子 どもたちままお華彗身を

見て純粋‡こ「おしヽしそ う」 とい う声が上が

っていました。

塀 り身‡こなると見震れたサケの姿 |こ 「早

く食べたい」「おなかがすいちやった」と食

ることを楽 しみにしていました。

この露吟献立まま、栄養士と権談して「鮭0西京焼き」‡こしてもらしヽました。「いつも母こ

ども国翁給食のサケよりおしヽしい」と母感懇が上浄撻りました。最初‡こ食べて満足している

子どもや食べ昏ことが鸞しくて、最後までサケを整しておしヽてゆつくり瞭かつて食べてい

春子どもなど食べ方もそれぞれでした。亀鶴拳ん全員が完食していました。

さばしヽてくださった保護者翁方亀、子ど亀たち蜂式おしt′そう‡こ食ベト姿を見て嬉しそう

な笑顔で見守ってくださをヽました。
「小さな命が大きくなって自分たち:が変べ碁まで作合の尊さやそのことが難分たちにと

って大切なことな母だとしヽつことを教えたい」としヽや推縫の思いから始まった今轟働体験

をま、子どもたち‡ことって質か感じ碁意味のぁること‡こなって‡承しいと思っています。

本 購の議立
シ"'》、島・ タ
_ぎ ,凛、みノ

をすんちん汁

鮭鍮西京焼き

青菜のごま奪轟え

まずなな

120



ケ 鋳

をヽただしヽた 「サケの育て方」め中‡こ競流

す碁轟月上旬ごろをこ諄憂 轟～ 轟鑢 |こ なったも

と
―
書しゝてあったこと力じら、「Sc磯 ってどれ て

もしヽだろ う↑」 と襲爾をもあわc離 の大きさ

の見本を置きま した。 わ歳勢子 どもたちまま、

サケとこ母見本を比べながらわc酸 ‡こなるこ

とを楽 しみ‡こしてしヽました。ただ、動きま

わるサケを譲|:機 こなが難:しかったようで、

「こ母くなしヽかな」「もシ,少 しじゃない」

などと確認:を していました。

大きくなってくると、背中の穣:様がままっきりしてサケらししヽ形をこなつてきました。

放流の 源を 3月 思澤‡こ決めるとメ11の水轟‡こ

逓ギをするため‡こ、前 購からi)気 を水槽に入れて

川母水の冷たさに'獲れるよ憾こしました。

歳流轟難は、バヶッ‡こ入れたサタをこ男:』 れを

港 しむよ憾・こ4議の子 どもたちに見せ、しヽつ

も水槽‡こ興味をもって現し`てし`た第二園舎の

3蔵の子 どもたち‡こ見せたし`と考え、放流

の進中で第二繭舎‡こ寄昏計画をたててし`ま

した。

轍流場所を荒∫||の もこじ母広場‡こして、片道

3◎ 分近い道母 りを歩をヽてしヽきました。

:議″―げ″"融 `"=空

今:零まま、夢験 :亀 繹の予辟毅くな碁まで
―
‐華

くした水はで奮てたた釉姥ゝ、すべての鱚辟

無事をこ籍ギ羹し、わり甕釣サタの瞬量を」;:鍾鮫流すること解できました。

受精夢
‐
輔 等ヽ懸c議の壌魚 :こ なはまでのなヶ薦爾鸞諄饂を通して子がらたちまま議の繁蜂撻やや

豊々の大癬さを学んだことき悪います。

景重な惇報をさせていたださ轟 i参 鰺撻むつごどをヽました。
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ξこじの厘1蓼甕こつくと、1議 しヽ母をまか轟:浄輝 |

しヽてしヽたため、繭どしヽをつなまずて水面まで

とどかせてなんと漁ヽ放流をす昏ことPでき

ました。メli骨 中を泳しヽでしヽく姿をみて「元

気でな」「頑張ってお」 と応援する気持ちや

「海まで詠‡ずるかな」「大きな角をこ食べ 毎れ

なし囀 おヽゴ と督‐色還
‐己す馨へ持ちを言:鍵::こ して

ぶんなで見送 りま した。


